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研究分野 
 

 有機合成化学は、人類の生活を豊かにするのに不可欠な多様な物質、材料、医薬品などを供給することによ

り、社会に大きく貢献してきた。また、化学のさらなる進歩は、今後益々深刻化することが危惧される地球温

暖化、エネルギーおよび資源枯渇問題などを解決するための手段を提供する術として大きな期待が寄せられて

いる。当研究室では、その様な社会的ニーズに応えるため、新しい触媒反応の開発と制御等を通じ、様々な原

料から有用な化合物に効率良くかつ選択的に変換する新しい手段を提供する有機合成反応を開発すること、ま

た新規な機能を有する有機材料を合成すること、化学物質の新たな性能を見出し、それから新反応を開発する

ことなどを目的として研究を行っている。以下に最近の幾つかの成果を述べる。 

クロスカップリング反応 
 

 炭素‐炭素結合は、地球上に存在する有

機化合物の中で、偏在する化学結合である。

換言すると、そのような結合を超効率的に

かつ自在に構築することは、化学に課せら

れた最も重要な使命の１つである。我々は、

非貴金属であるニッケルや銅を触媒、1,3-

ブタジエンやアルキン類を配位子とした、

従来法とは全く異なる新しいコンセプトに基づいた、安価でかつ実用的な炭素‐炭素骨格形成反応が進行する

ことを見出した。この反応は、有機化合物の基本骨格であるメチレン鎖の構築手法として、今後多様な分野で

応用利用されるものと期待される。 

ヘテロ元素の反応特性を活用する合成反応 
 

 我々は、ヘテロ元素の特異な反応特性を活用した合

成反応を数多く開発している。最近、有機テルル化合

物が有機リチウム試薬に対して高い反応性を示すこ

とを利用し、窒素原子上に水素または芳香族置換基を

有するカルバモイルリチウム等価体が簡便に発生し、

効率よく捕捉可能であることを見出した。この反応は、

カルボニル炭素を求核的に有機分子に導入する事を可能にすることから、カルボニル化合物の新しい合成法と

して有用である。 

遷移金属錯体の反応制御と応用 
 

 数多くの遷移金属触媒反応の素反応として含まれ

ていると考えられる、硫黄‐白金結合のアルキン類

への付加反応が進行することを錯体反応ではじめて

確認した。置換基効果に関して詳細に検討すること

により、”o-ハロゲン効果“が発現することを見出

し、触媒反応にも適用可能であることが明らかとな

った。 
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高機能有機材料の開発 
 

 我々は、化学的手法による有機単一分子デバイスの作

製を目的とした研究を推進している。例えば、適当な位

置に官能基を有する被覆共役分子素子を合成し、ナノ電

極のギャップ間で連続的に化学反応を行わせることによ

り、電極間を化学的手法により単分子で結線する手法を

確立し、ナノ分子デバイスの新しい作製法の開発に成功

した。従来型の物理的な結線手法に比べ、化学反応を利

用する本手法を用いると、一挙に数多くの共役分子によ

る結線が可能である。また、ナノ電極間で共役分子ユニ

ットを順に組み上げるビルドアップ方式であるため、配

線分子内に様々な機能を有する官能基を導入することが

可能である。 

本手法は、ナノ分子デバイスの作製法としての広い利用が期待される。 
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